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特集 ◉ 見せてください！  あなたの学校の理科室・理科準備室

理科室・理科準備室は，「児童生徒を理科好きにさ

せたい」「児童生徒に主体的に観察・実験に取り組ま

せたい」など，理科を担当する先生の願いや思いが込

められている空間である。学習指導要領の改訂や最近

の教育改革の流れに呼応するように理科室・理科準備

室もさらなる充実が必要である。先生方は学習指導要

領の改訂によって，新たな単元，学年移動した単元，

前回よりもより充実された自然災害に関する内容によ

って，新たに教材・教具を自作したり，購入したりし

てそろえるなどの準備をされていることだろう。また，

最近の教育改革の一つであるGIGAスクール構想によ

って，子どもたちの手元に１人１台端末が届けられて

いるが，理科の授業でも様々な場面で活用されており，

理科のデジタル教材も増えていることだろう。そのよ

うな流れの中で「主体的・対話的で深い学び」の視点

に立った授業改善を目指し，児童生徒にも使いやすい

理科室が工夫されてきているのではないだろうか。

しかし，各学校が抱える環境や現状は厳しいもの

があることは否めない。「理科室備品の学校予算が少

ない」「収納スペースが少ない」「老朽化で使えるスペ

ースが限られる」，小規模校からは「理科室と家庭科

室が一緒でスペースがない」など，「整備したいがな

かなか進めることができない」といった声，さらに小

学校では「専科制や教科担任制によって，理科室の整

備方針が変化した」，中学校や高等学校では「複数配

置による先生方の理科室の運営の考え方の違いがあ

る」といった声が聞こえてくる。一方で，こうした厳

しい環境や現状においても先生方が「デジタル教具が

扱いやすい環境を心掛けた理科室をつくっています」

「児童生徒が観察・実験を主体的に取り組みやすくす

る理科室の環境をつくっています」「児童生徒が興味

関心をもつための工夫をした理科室をつくっていま

す」など，日々奮闘している声も聞こえてくる。

そこで，本特集では「デジタル時代に即した理科

室の環境」「授業における実感的な学びとともに，理

科室の環境に隠された何気ない環境からの学び」「授

業を効率よく実施するための授業準備を支える理科室，

理科室の教材教具の配置」など，先生方の思いの詰ま

った理科室・理科準備室の工夫を紹介していただく。

それらにより，急速に変化する時代の中で，新たな時

代の理科室経営の在り方の一つの提案としたい。

（『理科の教育』編集委員会）

新たな時代の理科室経営に向けて
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近頃，AIによるサービスが話題である。しか
し，コンピュータ画面上にいかに充実した情報が
表示されても，実際の体験まではできない。実際
に身体を動かして学んでいくことの重要性は変わ
らず，むしろ一層重視されるようになるに違いな
い。このように考えたときに，身体を動かして実
験が行える理科室の役割は一層重視されるものと
考えられる。一方で，単なる動画の後追い的な実
験，指示された手順通りに行うだけの実験といっ
た質が低めの体験は，実験の仕方そのものを学ぶ
初期段階であればともかく，その意義が問われか
ねない。実験という学習活動の質の確保や向上が
求められると言える。
１人１台端末も AIの進化を踏まえて，より本
質を意識して活用を進めていく必要があるだろう。
そこで本稿では，筆者の専門である教育の情報化
の観点から，１人１台端末の考え方について述べ，
読者の皆様に新しい時代の理科室経営の実践に寄
与する情報提供を行いたい。

授業は紙や鉛筆，黒板といった学習環境を前提
に，100年以上にわたって先達の教師たちによっ
て最適化が図られてきた。その授業の枠組みその
ものを変えずに情報端末を導入したとしても，そ
れは紙や鉛筆を使い続けた方が効果的なのは自明
であろう。
そこで資質・能力と端末活用をイメージとして
整理した（図１）。縦軸に資質・能力の高まり，

1．はじめに　　

２．資質・能力の育成と端末活用

横軸に発達段階を置く。
A領域は低学年を示しており，子どもの発達を
考えたり，基礎基本や体験活動の重要性を考えた
りすれば，端末活用は限定的と言えるだろう。

B領域の個別の知識・技能とは，一斉指導によ
る授業で中心的に指導されていると考えられるが，
次第に AIドリルや学習動画などが多用されてい
くと思われる。一人一人の状況や興味・関心に基
づいて学習ができ，一斉の単線型の学習形態から，
複線型に転換できる。また，自分に合う講師の動
画を選んだり，アプリを選んだりと学び方も選択
できる。学習の時間や場所も選ばないので，当然，
理科室での活用も可能であろう。理科実験の補完
や補充などに活用できる。ただし，どんなに活用
しても，理科実験の全てが置き換わらないとすぐ
に理解できるように，それが AIドリルや動画に
よる学習の限界となる。しかし現在，普通教室で
行われている学習の多くは，こうした程度の可能
性がある。しかも，多様な子どもが増える中にあ
って，個人差に対応しにくい一斉指導で行われて
いる。そこで置き換わりが進む可能性があると想
像できるのである。

C領域は，思考力・判断力・表現力等といった
高次な資質・能力の育成を対象としている。ここ
では，子ども一人一人が課題等をもって学習して

特集◉見せてください！  あなたの学校の理科室・理科準備室

高橋　純

［新しい時代の理科室経営について］

１人１台端末のある理科室での学習の考え方

Vol.72　No.851

図１　資質・能力と端末活用
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いく複線型の授業が基本となる。
１人１台端末は，主に学習の成果
（アプトプット）を記録する道具
として活用される。これには「授
業観× ICT活用観」の転換が求
められると思われる。次節以降で
説明したい。理科実験で言えば，
そもそも複線型であると考えるか
もしれないが，磁石の実験など実
験材が一人一人にあり，一人一人
が自分なりに試行錯誤できる環境
の場合に限られるだろう。理科室
で行う多くの実験では，班に一つの実験材しか準
備できないケースも多い。費用やスペース等の問
題がなければ，当然，一人一人に実験材を準備す
るのが基本と言える。専門外の立場から言えば，
最も理科室で求められているのは，子ども一人一
人の実験環境であろう。１人１台端末を理科実験
で活用する際もここが最大のボトルネックであり，
端末活用に特別な工夫が求められる点になってい
る。

特に図１の C領域に関わって，授業観の転換
が必要と述べた。その一助となる考え方をお示し
したい（高橋，2022a）（図２）。
まず，子ども一人一人が主語となる授業をした
いと考える。言われるまでもなく，教師なら誰も
が抱くことである。となると，一斉の単線型では
なく，一人一人が学ぶ複線型の授業を指向するこ
とになる。この時点で，例えば先に述べた理科室
の一人一人ではない実験環境の不足が見えてくる。
そして，子ども一人一人が学ぶ複線型を実現しよ
うとしたときに，個別最適で協働的な学びや，自

３．１人１台端末を活用する授業観

由進度学習といった理論や考え方がある。こうし
て考えていけば，個別最適で協働的な学びの目的
やイメージもわかりやすくなる。この際，30人の
子どもがいれば30通りの指導を教師がするのは不
可能である。生涯にわたって能動的に学び続ける
ためにも，子ども自身が自己決定や自己調整を繰
り返しながら自ら学んでいくことが求められる。
ここまでは1980年代から理論化されており，実
践も行われ，成果を上げてきた。しかし，例えば
子ども全員のノートの収集，確認，返却が必要と
なるなど，こうした手間の大きさで普及に至りに
くかった。そこで，１人１台端末を活用した学習
のアウトプットの作成である（図３）。複線型に
よって増大した教室内の学習情報を，教師が受け
止めるために，ICTの力も借りる。特にクラウ
ド活用によって，教師と子ども間，子ども同士に
おいて，成果を共有する以前の白紙の段階から共
有し，常に他者参照できるようにし，成果の途中
参照も自在にできるようになった。これらにより
複線型の授業が実現しやすくなった。そして，こ
うした子ども一人一人の学習を支えるのは，一人
で学ぶための情報活用能力である。一人でも調べ
たり，まとめたり，伝えたり，端末も使いながら
できることが前提となる。教師の細かい指示があ
ればできるレベルではなく，例えば子ども自身が
情報を整理しようと自ら発案し，実際にできるレ
ベルでの情報活用能力である。

図３　１人１台端末活用の新旧イメージ

図２　１人１人端末の活用と授業づくりの検討事項
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⑴　ヒト・モノ・コトが生み出す解釈と分析
のスパイラル
友達がいる。先生がいる。机がある。椅子があ
る。黒板がある。大型液晶テレビがある。タブレ
ット端末がある。クラウドがある。モバイルディ
スプレイがある。タブレットアームスタンドがあ
る。素材がある。自然がある。子どもたちは日々
の活動でそれらと直観・直感で対話し，学びを紡
いでいる。このような状況をアフォードするため，
授業者は環境をコーディネートするという支援を
行う。「常に対象（自然 )と話す」「常に他者と話
す」，そして「常に自分と話す」という状況が生
まれる環境をつくる。
ここに対話を常に行
える，インタラクテ
ィブな対話空間が生
まれる。このような
環境の下，子どもた
ちは比較したり，関係付けたりするといった見
方・考え方を相互補完的，相互支援的に働かせる
ことによって問題解決する，探究するという状況
を生み出し続けることができる。
具体として，子どもたちが「問題解決のプロセ
スを文脈として捉え，その妥当性を協働の中で図
る」ことができる環境をコーディネートしている。
特に「妥当性を協働の中で」というのは，問題
解決や探究のプロセスを見える化する手段である。
「対象（自然）」があるから話す，「他者」がいる
から話す，だからこそ刹那に「自己」と話す。そ
こには対話空間としての自由がある。対話空間の

１．授業デザイン
自由は，制限されることがない。このような対話
空間を阻害する権利は，教師といえどももち得な
い。子どもたちは，これまでに培ってきた比較し
たり，関係付けたりするといった見方・考え方，
そして各教科教育で培ってきた見方・考え方を教
科横断的に直観・直感で働かせ，問題や課題への
アプローチと，問題解決・探究の妥当性や先行経
験から結論を導き
出す推論を図る。
ただし，子どもた
ちはそれらの見
方・考え方を一人
で駆使し，一人で
到達することなど
到底成し得ない。だからこそ，子どもたちは常に
話せる。常にノートに書ける。常にタブレット端
末を使える。常に対象に語り掛ける。子どもたち
が「常に対象（自然）と話す」「常に他者と話す」
「常に自分と話す」という状況を生み出すと同時
に，相互補完，相互支援の環境を学びの場として，
自立的・自律的につくり出す。
このような状況を生む環境で子どもたちは，

「友達に解釈を聴きたい」「自分の解釈と比べた
い」「自分の解釈したことを伝えたい」，そして
「もっと試してみたい」と，対話を刹那で捉える
こととなる。ここに「解釈と分析のスパイラル」
が起こる。このような学びの空間で，子どもたち
は「一人で考え，自ら判断してもよいし，友達と
共に考え，友達と共に判断してもよい」という相
互許容，相互受容の空間をつくり出す。
⑵　相互補完，相互支援の受容空間が生み出す

ティンカリングと，試しを解き放つ活動

理科は実験操作や実験器具を安全に扱う支援が

特集◉見せてください！  あなたの学校の理科室・理科準備室

井野　雄介

［新しい時代の理科室経営の実践（小学校）］

ヒト・モノ・コトが生み出し続ける学びの空間
－判断の主体を子どもたちに委ねる授業デザインの２年次－
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必要になるため，「○○をやりなさい」「○○を使
いなさい」といった授業者の指示が少なくない。
しかし，これからの社会を形成する子どもたち
である。マニュアルを読まずにティンカリングで
解決しようとするエージェンシーを求められるの
は子どもたちである。多数ある見方・考え方の中
から，直観・直感で判断する主体は子どもたちで
ある。子どもたちが自分たちの「やってみたい！」
と思う手段・手法を試し続ける中で，「うまくい
った！」「もうちょっとこうしたらいいかな？」
「別の方法でやってみたい！」といった想いと共
に，道具やツールに，
そして，自分たちを
取り巻く環境に，意
味や価値をもつよう
になる。だからこそ，
子どもたちに判断の
主体を委ねる学びのデザインの一端を担う，環境
をコーディネートするという授業者の支援が必要
となる。

45分の授業時間だけでは，効果的な見方・考え
方を働かせることができないかもしれない。検討
違いのため失敗するかもしれない。こんなとき助
けになるのが他者の存在になる。うまくいかなか
ったとき，失敗したときに笑顔が生まれるのは他
者がいるからである。また，効果的な見方・考え
方を働かせることができたとき，それを認めてく
れるのも他者である。互いの見方・考え方の働か
せ方を補完したり，苦手としている分野や内容を
支援し合ったりすることで，互いの対話，互いの
見方・考え方に意味や価値を見いだし，相互補完，
相互支援の環境に意味と価値を見いだす。協働の
学びが，個別最適な学びの環境を生むことになる。

協働の学びが生む個別最適な学びの環境は，試行
錯誤を繰り返す中で，働かせる見方・考え方を見
いだすティンカリングと極めて融和性が高い。協
働が生み出す受容空間で，協働解決しようとする
相互補完，相互支援の関係性から，授業者は子ど
もたちのコ・エージェンシーをコーディネートす
る。相互支援と協働評価を一体化する。
このような環境が，授業者の「○○をやりなさ
い」「○○を使いなさい」，子どもたちの「先生，
○○をやっていいですか」という授業の，そして，
教育の権威構造を解放する。子どもたちは手段・
手法を試す中，自分たち自身で，ヒト・モノ・コ
トに意義を見いだす。
※�本稿は，本誌 2022 年７月号「タブレット端末の文具的活用
が生み出す学びの空間」のマイナーアップデートである。

⑴　タブレット端末をモバイルディスプレ
イにミラーリングしてみる子どもたち
小ミーティングル
ームを社会モデルと
し，2022年４月から
19インチバッテリー
内蔵ディスプレイ４
台を理科室に準備し，
タブレット端末を有線で接続できるHDMIケー
ブル４本と，無線で接続できるワイヤレスアダプ
タ４つを準備し，持ち運び方や接続の仕方，画面
ミラーリングの仕方を説明し，理科室の片隅に置
いてみた。
もちろん，子どもたちは「新しい道具」に飛び
つく。使ってみる。試してみる。「新しい道具」

２．授業の実際
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１．紫外線ランプを照射する

出来上がった

「原稿」を装置に

置いてスイッチを

入れると，下から

紫外線が照射され

る。実は紫外線は

目には見えないの

で，正確には「紫外線を含んだ光線」である。原

稿は白黒を反転させてあるので，スタンプにした

い部分（出っ張らせたい部分）だけ光が透過して

いるのがわかる。文字は普通に読める状態でよい。

印材に焼き付けたときに，左右が反転するのだ。

写真ではわかりやすいように蓋を開けているが，

実際には紫外線照射装置の黒い蓋を閉めてから，

紫外線を照射させる。

印材の紫外線硬化樹脂には，保護フィルムが貼

ってある。それを

はがし，フィルム

が貼ってあった面

を下にして，原稿

の上にセットする。

写真がセットし終

わった状態。この

時点では，下から光は当てない方がよい。

装置の蓋を閉めて，タイマーを③にセットする。

その後スタートボタンを押すと緑のランプが点滅

し，紫外線の照射がスタートする。照射が終わる

まで約３分かかるが，その間，絶対に蓋を開けて

はならない。３分後，ランプが消えたら蓋を開け

る。しかし，この時点では使用前のシートと何も

変化はない。この後，シートを水洗いすると，凹

凸が現れるのだ。

２．紫外線硬化樹脂を水洗いする

紫外線硬化樹脂は，紫外線を照射した部分だけ

が硬化し，他の部分は水に溶けて洗い流せる。残

った部分が，印面（凸面）になる仕組みだ。「洗

い出し」は冷水でも可能だが，時間がかかるので

「ぬるま湯」が一番よい。瞬間湯沸かし器があれ

ば，35〜38℃ぐらいに設定して，お湯を流しなが
ら洗い出すのが最も効果的である。

流しの底にシー

トを置いて，印面

を上にして流れる

お湯を当てる。同

時にスポンジ（メ

ッシュ付きか，凹

凸のあるスポンジ

が一番よい）で表面をこする。強くこすってはい

けない。お湯に溶けた，感光していない樹脂を落

とす感覚で，軽くこする。この作業は３分以内に

終えた方がよい。時間をかけ過ぎると，感光した

部分（凸部）も溶け出すことがあるのだ。

洗い出しが終わ

ると，紫外線が当

たらなかった場所

は水に溶けて消え

ている。紫外線に

当たった部分は溶

け残り，透明薄板

スタンプづくりの極意②
田中　千尋

※関連単元　全学年・全領域

【連載第68回
】

今回の教材「スタンプ」

※３回シリーズの２回目
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